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論文
ヴァージニア・ウルフの神秘思想（1）
The　Wα泥sを中心として
向　井千代子
　　　　　　　　　　　　　　1
筆者がこの論文において明ぢかにしたいものはヴァージニァ・ウルフ
（Virginia　Woolf）のヴィジョンまたは神秘思想（mysticism）の特徴である。
Modem　F∫c孟∫oπ（1919）においてベネット（Amold　Bennett），ゴールズワ
　　　　　　　（注1）
一ジィ（John　Galsworthy），H．G．ウェルズ（Wells）らの作家を「物質主
義者」（materialist）と規定して批判した時，ウルフは既に自己を「精神主
義者」（spiritualist）として自覚していたはずである。ウルフのいう「精神
主義者」の仲間には，ジョイス（James　Joyce），プルースト（Marcel
Proust），そしてチェホフ（A．P．Chekhov〉，ドストエフスキー（F・M・Dos・
toevsky），トルストイ（L．N．Tolstoy）らのロシア文学者たちも含まれていた
ようである。新しい心理主義的な文学の担い手の一人としてのウルフは，当
　　　　　　　時流行の，というか，当時非常な勢いで発達していたベルグソン（Henri
Bergson）の哲学やフロイド（S．Freud〉，ユング（C・G・Jung）らの深層心理学
の申し子として捉えることも勿論可能であるが，より自然な解釈は当時のヨ
ーロッパの思想的動向が心理面へと傾斜していたということであり，その一
っの現われとしてウルフ，ジョイス，D・H・ロレンス（Lawrence）らの文
学があるということである。
　一般に1920年代の文学の共通の傾向を定義することは可能であろうが一
例えば，心理の重視，主知主義，意識の過重，無意識の世界の発見等々一
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筆者がここで行いたいのは，反対にウルフの独自性の主張というか，ウルフ
個人の思想の追究である。同時代の作家達が凡て同じ色彩を帯びたものであ
るという仮定から出発するよりも，個々の作家の独自性から出発して，その
結果として，ある時代なりある国の共通性を発見するという方が自然であり，
危険も少いことは明らかである。
　では，そのようにして発見されたウルフの独自性は，如何なる意味におい
て役立つか。現在，多方面からウルフ研究がなされている。例えば，　「女権
思想」（feminism）や女性作家という現象を中心にしたもの，病理学的な方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注3）面などからウルフの狂気を中心としたもの，同時代の作家達との関連を中心
　　　　　　　　　　　　　　　　　（注4）としたもの，ブルームズベリ・グループ（Bloomsbury　Group〉の一員とし
　　　　（注5）
てのウルフを扱ったもの，ベルグソン哲学との関連を探ったもの，伝記的事
　　　　　　　　　　（注6〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注7）
実を重視する幅轡が今思いつくウルフ文学へのアプ・一チの方法である・
しかし，ウルフという作家が場所と時代（一空間と時間）を超えて私達に訴
えかけてくる場合，問題になるのは，彼女の時代や社会的条件を超えた何物
かであるはずである。勿論ウルフという作家を理解するためには，彼女の時
代的社会的背景を探ることが重要であるのは言うまでもないことだが，今，
筆者がこの論文で明らかにしたいものは，ウルフの作品の基本的な「パター
ン」（pattem）なのである。そのパターンの明確化によって，ウルフの文学
の特質が明らかにされ，ウルフの文学のうちで私達に訴えかけてくるものが
彼女の表面（一文体，手法など）なのか，それとも本質なのかが解りかけて
くるだろうと考えるからである。
　　　　　　　　　　　　　　　2
最近ウルフの未出版だっ珀伝的断牒・M・勉酪・ノB噸9押版され・
ウルフ自身の口からかなりの伝記的事実が明らかにされた。この中で，ウル
フの思想の中心と思われる発言が二箇所筆者の目に留まったので，ここに紹
介しよう。二つとも同書中の“A　Sketchofthe　Past”の一節であり，その
第一は表題に採られた‘moments　of　beingヲに関するものである。
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　ウルフは過去の思い出を綴っていて，思い出に残っている事柄と，残って
いない事柄の両方とも大切だという。どうしてかといえば，思い出に残るの
はどちらかというと日常生活の中で例外的な事柄だからである。ウルフはこ
の二種の存在形式を‘moments　of　beingラと‘moments　of　non－being’と名
付ける。
　Often　when　I　have　been　writing　one　of　my　so－called　novels　I　h＆ve
been　baffled　by　this　same　problem，that　is，how　to　describe　what　I
caH　in　my　private　shorthand一“non・being”．Every　day　includes　much
more　non・being　than　being．Yesterday　for　example，Tuesday　the18th
of　April，was（as）it　happened　a　good　day；above　the　average　in“being”
　．．These　separate　moments　of　being　were　however　embedded　in　many
more　moments　of　non・be三ng．I　have　already　forgetten　what　Leonard
and　I　talked　about　at　lunch；and　at　teal　although　it　was　a　good（lay　the
goodness　was　embedded　in　a　kind　of　nondescript　cotton　wooL　This　is
alwaysso．Agreatpartofeverydayisnotlivedconsciously。＿
The　real　novelist　can　somehow　convey　both　sorts　of　being．I　think
Jane　Austen　canl　and　Trollopel　perhaps　Thackeray　and　Dickens
and　Tolstoy．I　have　never　been　able　to　do　both．I　tried－in／V∫gh君απd
Dα第andinTheyPeαγs．（P70）
　（私は，私のいわゆる小説を書いていた時，しばしば同じ問題に直面し，
　圧倒されたことがある。つまり，私だけの用語で「非存在」と呼んでいる
　ものをどんなふうに記述するかという問題である。一日一日には存在より
　も非存在の方が多く含まれている。例えば昨日，4月18日（火〉はたまたま，
　いい日であった。　「存在」が平均以上にあった。……しかし，こういった
　個々の存在の瞬間は，もっと多くの非存在の瞬間の中に埋めこまれている。
　私はもう，昼食の時にレナードと私が話したことを忘れてしまっている，
　お茶の時の話も。いい日ではあったが，その良さは綿のように得体の知れ
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ないものの中に埋めこまれていたのだ。いつもそうだ。毎日の大半は，意
識的に生きられていない。……本物の小説家はこの双方の存在様式をどう
にか伝えることができる。ジェーン・オースティンはそうだと思う。それ
からトロロープ。多分サッカレイやディケンズ，トルストイも。私は両方
を伝えることができなかった。やってはみたのだが一『夜と昼』で。それ
から『歳月』で。）
　引用文の最後の言葉からうかがわれることは，この両者の存在様式を伝え
ることが小説家の仕事であるが，ウルフはどうも後者（一non－being）の表現
がうまくできなかったと自覚しているということである。続けて「存在の瞬
間」についての分析が始まる。ウルフに言わせると，「存在の瞬間」には二
様あり，その一つは圧倒的な恐怖と無力感を伴うものであり，もう一つは圧
倒的な満足感を伴う。しかし，その前者も人が長ずるにつれて，歓迎すべき
瞬間に変ってゆく。何故なら理性の力でその瞬間の孕む意昧を説明すること
が徐々にできるようになるからである。そしてこのような「ショックを受け
る能力こそ私を作家にしたものである」と断定する。
　I　feel　thatIhave　had　a　blow；but　it　is　not，as　I　thought　as　a　child，
simply　a　blow　from　an　enemy　hidden　behind　the　cotton　wool　of　daily
lifel　it　is　or　will　become　a　revelation　of　some　orderl　it　is　a　token
of　some　real　thing　behind　appearances；and　I　make　it　real　by　putting
it　into　words．It　is　only　by　putting　it　into　words　that　I　make　it　wholel
this　wholeness　means　that　it　has　lost　its　p6wer　to　hurt　mel　it　gives
me，perhaps　because　by　doing　so　I　take　away　the　pain，a　great　de、
lighttoput　the　several　parts　together．Perhaps　this　is　the　strongest
pleasure　known　to　me．It　is　the　rapture　I　get　when　in　writing　I　seem
to　be　discovering　what　belongs　to　what；making　a　scene　come　right；
making　a　character　come　together。From　this　I　reach　what　I　might
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call　a　philosophy；at　any　rate　it　is　a　constant　idea　of　mine；that
behind　the　cotton　wool　is　hidden　a　patteml　that　we－I　mean　all　human
beings－are　connected　with　this；that　the　whole　world　is　a　work　of
artl　that　we　are　parts　of　the　work　of　art．　（p72）
　（私は打撃を受けたと思う。が，それは子供の頃の私が考えたような，単
　なる，綿毛のような日常の背後に隠れた敵からの打撃ではなくて，それは
　ある秩序の啓示もしくは啓示となるべきものである。それは外見の背後に
　潜む本質的な何物かのしるしであり，そしてそれを言葉に置き換えること
　によって現実のものにするのである。それを言葉で表現してはじめて，私
　はそれを完全なものにできるのだ。この完全さとは何かというと，そうな
　るとそれは私を傷つける力を失うからである。多分，そうすることによっ
　て苦痛を取り去ることができるために，それはいくつかの部分を結合した
　かのような非常な喜びを私に与えてくれる。おそらくこれは私の知る中で
　最も強烈な喜びであろう。それは，私が物を書いていて，物のあるべきと
　ころを発見したり，ある情景を正しく表現したり，ある人物を完全にした
　りしていると思われる時に覚える歓喜と同じものである。このことから私
　はある種の哲学とも言えるものに到達した。とにかくそれは私の常に抱い
　ている観念である。つまり綿毛の背後には，あるパターンが隠されている
　ということ，私達一全人類ということだが　　は，これと結びつけられ
　ているということ，そして全世界は一つの芸術品であるということ，私達
　はその芸術作品の一部であるということである。）
　この箇所は重要な発言である。二種の「存在の瞬聞」のうち，後者は初め
から「全一性」（wholeness）を感じさせる一瞬であったが，前者からも理
性や筆の力によって「全一性」を発見できるというぐだめなど，「存在の瞬
間」の探求に長い歳月を掛けてきたウルフならではの発言である。この観念
には愉吼eπ孟s　o！．Be∫πgの序文で編者Jeanne　Schulkindが指摘するよう
に，ジョイスの「エピファニィ」　（epiphany）論とか，E・M・フォースタ
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一（Forster〉の「永遠の瞬間」（the　eternal　moment）と似た見解が見られ
る。また，この発言が特に丁漉Wα∂es（1931）と関係を持ってくるのは，
この作品のいわゆる「間奏兜1。／interlude）を除いた部分1よ「存在の瞬間」
の集合であると考えられるからである。例えばBernardが「全一の花」を
見るという体験は，そのままウルフ自身の，後者に属する「存在の瞬間」に
一致している。
　第二の部分は，第一の発言に比べて研究者たちの注意を引かないようだが，
次のようなものである。
　The　past　only　comes　back　when　the　present　runs　so　smoothly　that
it　is　like　the　sliding　surface　of　a　deep　river．Then　one　sees　through
the　surface　to　the　depths．In　those　moments　I　find　one　of　my　greatest
satisfactions，not　that　I　am　thinking　of　the　past；but　that　it　is　then
that　I　am　hving　most　fully　in　the　present．For　the　present　when
backed　by　the　past　is　a　thousand　times　deeper　than　the　present
when　it　presses　so　close　that　you　can　feel　nothing　else，when　the
film　on　the　camera　reaches　only　the　eye．　But　to　feel　the　present
sliding　over　the　depths　of　the　past，peace　is　necessary。The　present
must　be　smooth，habituaL　（p98）
　（過去は，現在が深い河の滑らかに流れる水面のように静かに流れる時に
　のみ立ち返ってくる。そんな時，人は表面を透かして深みを見る。こうし
　た瞬間に，私は最大の満足を覚える，といっても，それは過去のことを考
　えているからではなくて，そんな時こそ最も十全に現在に生きているから
　である。何故なら過去に裏打ちされた現在というものの方が，余りにも近
　く迫ってきて，カメラのフィルムが見えるだけというような，現在以外の
　何も感じられない時の現在よりも，千倍も深いからである。しかし過去の
　深みの上を滑らかに流れる現在を感じるためには，静けさが必要である。
　現在は穏やかで，いつもと変らないものでなければならない。）
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　これも重要な発言である。この二種の発言を突き合わせることによって，
私達はウルフの小説の特性をはっきりと把握できるだろう。っまり，ウルフ
の関心の対象は，出来事そのものではなくて，出来事の背後に隠されている
パターンを明らかにすることである。観照とか再経験とかが重要になるのは
そのためである。経験に対するこのような態度にはプルーストと共通すると
ころがある。
　ウルフの処女作Thc　yo“αge　O魏（1915）には，そうした「事物の背後
にあるもの」を表現したいと言う，小説家志望の青年が登場するが，その小
説理念がウルフの理念そのものであるにもかかわらず，この小説ではパター
ンは明らかにならず，現実の混乱の相の印象の強いままに，女主人公が死に
小説は終る。このように，「存在の瞬間」のうちでも，前者の恐ろしい現実
の持つ迫力に，後者の満足すべき瞬間が圧倒される，という形の方が，ウル
フの小説では多いのであって，前者をうまく説明しおおせていない。勿論，
後者の方が多ければ，それは完全な「詩」または「哲学」となってしまうけ
れども，一方でこのことがウルフが「詩人」の素質を持ちながらも，「小説」
を手がけた理由の一つになっているのだろう。
　「真実」（reality）とは常に隠されたものである。隠されたものであるか
らこそ，それは私達を魅惑する。ウルフの「神秘主義」もここから生れてく
る。つまり，感じられるが，はっきりと説明できない「事物の背後にあるも
の」を表現しようとするところから生れる「神秘主義」である。これはフォ
ースターやロレンスの「神秘主義」とはかなり違う。後者の場合は強い道徳
意識から生じる。つまり社会と個，知性と感性の矛盾・対立の意識の尖鋭化
とジレンマから出て来る「神秘主義」と言えよう。これに対してウルフの場
合，人生と芸術とが分ちがたく結びついている。ウルフにとって問題は「ど
う行動するか」（一モラル）ではなくて，「どう考えるか」（一直観とか認識）
である。彼女に喜びをもたらすのは，「真実」の発見とか認識であり，キーツ
（John　Keats）の場合と同じように，ウルフにあっても「真」，「善」，「美」は
幸福な一致をみせていると思われる。しかしウルフの小説の複雑さは，その
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「精神主義」が現実とのせめぎ合いの中で常に勝ち続けているのではなく，
断えず侵蝕され，危険に晒され続けているところにある。
　　　　　　　　　　　　　　3
　一般的に言って神秘思想には二種類ある。一つは縦型であり，もう一つは
平面つまり横型である。その二つの形態は，ソフィアとアガペという形で，
キリスト教思想の中にもあるが，もっと一般的に広げて考えることができる。
縦型とは神を頂点としたピラミッド型で，秩序と権威をその特徴とする。横
型とは神を持たぬ，ある意昧では民主主義的な，ある意味では混乱の相を呈
する世界観である。そしてウルフの神秘観は明らかに横型である。ジョイス
はUJg55e5においてヴィコ（Jean・Baptiste　Vico，1668－1744）の「歴史循
環説」を用いることによって作品に一つの秩序を与えているということはよ
く言われることであるが，ウルフも丁舵Wα泥sの全体の構図の中で，人間
が海から生まれ，また海に帰って行くという循環を永遠に繰り返すという，
「輪廻」の思想に似たものを表現しており，その意識を体現している人物は
Louisである。そして筆者の意見では「輪廻」の思想は明らかに横型であ
る。同じパターンがある周期をもって繰り返されるという見方は洋の東西を
問わずかなり基本的な見解であり，このパターンの発見からいわゆる科学の
進歩もあった。しかしその反面，一つのパターンの中から出られないという
恐ろしさ，救いのなさがある。このような世界に「終末」の意識をもたらす
のが，キリスト教をはじめとする宗教の世界である・　「終末」とか「最後の
審判」などの観念は，永遠の生を持って生きつづけるとされる「魂」の流れ
に，一つの意味と目的を与えるものである。ウルフがこのような神秘観を持
つようになった理由としては，直接には，「不可知論者」（agnostic）であっ
た父，レズリー・スティーヴン（Sir　Leslie　Stephen）の影響とか，彼女の
属していたブルームズベリ・グループの人々の多くがG・E・ムーア（Moo∫e）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注11）
の哲学を信奉していたため，彼女自身もムーアの影響を多大に受けたことな
どが考えられる。また彼女自身権威主義的なものが嫌いで，Tんe　V「o解8ε0窃
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では教会の，Th兜e　O窃ηeαs　（1938）では男性の，権威主義への嫌悪を露わ
にしている。
　しかし，もっと大きな背景で見ると，いわゆる縦型のキリスト教に対する
ギリシア的な思想の流れのいうものがあって，この後者の流れにウルフも属
すると考えられる。
　丁舵W伽εsに見られるウルフの「神秘思想」の中心と筆者が考えるもの
には三つあり，その一つは前述した，円環的，「輪廻」的な思想であり，　「パ
ターン」を強調するウルフにあっては当然中心的な思想である。もう一つは
特にRhodaに見られる「審美主義」で，これもパターンという考え方と関
係がある。パターンという基本的な考え方がなくては，横型の神秘観は支え
を失ってしまうであろう。もう一つは，特にBernardに見られる「自我論」
である。　「自我」の問題に関しては，本論文の第二部として後で詳細に論じ
る意向であるので，ここでは詳述しない。筆者の意見では，ウルフの自我論
とは，キーツの「消極的能力」（Negative　capability）と似たものであって，
いわゆる一般的なウルフ論の常識一例えば，「客体を否定し，知覚意識とし
ての主体の回復を唱えて出発したウルフの美学の極点が，主体の解体であっ
たというアイロニイ」というような説明一に対しては疑問を抱かざるを得
　　　　　　　　（圧12〉
ないQ
　まず最初にLouisについてみよう。彼はTんe　Wα泥sの6人の人物中，
最も過去とか歴史への意識が強い。実業家として成功するが，一生，大学へ
行けなかったことへのコンプレックスを持ち続けている。一時Rhodaと恋
愛関係に入るカ㍉別れてしまう・その彼に啓示的瞬間が訪れるのは・第（贈
においてである。ここでLouisは“O　Westem　wind”で始まる中世の読み
人知らずの詩を読みながら自分の人生について考える。詩とLouisの独白
とが交互に提示され，最後に詩の全容が示されるという形になっていて，印
象的な場面である。その最後の方を引用してみよう。
“What　has　my　destiny　been，the　sharp－pointed　pyramid　that　has
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pressed　on　my　ribs　all　these　years？　That　I　remember　the　Nile　and
the　women　carrying　pitchers　on　their　heads；that　I　feel　myself　woven
in　and　out　of　the　long　summers＆nd　winters　that　have　made　the　com
flow　and　have　frozen　the　streams．　I　am　not　a　single＆nd　passing
being。My　life　is　not　a　moment’s　bright　spark　like　that　on　the　surface
of　a　diamond。I　go　beneath　ground　tortuously，as　if　a　warder　carried
a　lamp　from　cell　to　celL　My　destiny　has　been　that　I　remember　and
must　weave　together，must　plait　into　one　cable　the　many　threads，the
thin，thethick，thebr・ken，theenduring・f・url・nghist・ry，・f・ur
tumultuous　and　varied　day．．．．．．Perhaps　I　shall　never　die，shall　never
attain　even　that　continuity　and　permanence一’　（p144〉
　（「僕の宿命とは何だったろう，長年にわたって肋骨にのしかかってきた，
　先の尖ったピラミッドとは。つまり僕がナイル河や水差しを頭にのせて運
　ぶ女たちを覚えていること，麦をなびかせ流れを凍らせた，幾夏幾冬の歳
　月の中に織り合わされている自分というものを感じることだ。僕は単一の
　過ぎ行く存在ではない。僕の人生はダイヤモンドの表面にあるような，一
　瞬の華やかなきらめきではない。独房から独房へとランプを持って巡回す
　る看守のように，僕はうねうねと地中に潜り込む。僕の運命とは，僕達の
　歴史，僕達の騒々しい変化に富んだ一日のうちの，細糸や太糸，切れ切れ
　の糸や長く続いているのなど，多くの糸を思い出し，からみ合わせ，編み
上げて一本の太綱を作り上げねばならないことだったのだ。……おそらく
僕は決して死なず，しかもあの連続と不変性にすら達することはないだろ
　う一〉
　ここに描かれたLouisはTo　T舵L∫g配ん側se（1927）のMr．Ramsay
に近い存在である。つまり，何かに向かって断えず努力しつづけながら決し
て目的点には到達できない，しかし，それが故に永久に生きつづけるといっ
た存在。カミュ（Albert　Camus）の『シジフォスの神話』に出て来る，人間
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の努力とその不達成さを思わせる存在である。それは人間の生の一つの基本
的なパターンである。自己のうちに人間の歴史の総体を見るというLouisは，
「伝統」（tradition）の意識の強いT．S．エリオット（Eliot）を思わせる。
その意味ではLouisは主知主義者であって神秘家からはほど遠い存在であ
る。しかし幼児から過去の記憶の鎖を意識しつづけているLouisにユング
のいわゆる「集団的無意識」の顕われを見るというのも決して読み込みすぎ
で’はないと、思う。
　次にRhodaに移ろう。RhodaはPercivalの死の報せを聞いてショック
を受け，ロンドンをさ迷い歩く。そして，ある音楽会場で一つの発見をする。
　“‘Like’and　‘like’and　‘like’一but　what　is　the　thing　that　lies
beneath　the　semblance　of　the　thing？　Now　that　Iightning　has　gashed
the　tree　and　the　flowering　bra血ch　has　fallen　and　Perciva1，by　his
death，has　made　me　this　gift，let　me　see　the　thing．There　is　a　square；
there　is　an　oblong．The　players　take　the　square　and　place　it　upon
the　oblong．They　place　it　very　accuratelyl　they　make　a　perfect
dwelling・place．Very　little　is　Ieft　outside．The　structure　is　now
visiblel　what　is　inchoate　is　here　stated；　we　are　not　so　various　or
so　meanl　we　have　made　oblongs　and　stood　them　upon　squares．This
is　our　triumphl　this　is　our　consolation．
　“The　sweetness　of　this　content　over・flowing　runs　down　the　walls
of　my　mind，and　liberates　understanding．Wander　no　more，I　say，this
istheend．（P116）
　（「『ように』，『ように』，『ように』　　だけど物の見掛けの下にあるもの
　は何かしら。今や稲妻が木に深い傷をおわせ，花咲く枝が落ちた。パーシ
　ヴァルが死んで私にこの贈物をくれたわ。それを私に見せて。正方形があ
　り，長方形があるわ。演奏者たちは正方形を取り上げて長方形の上に置く
　わ。とても正確に置くわ。そして一つの完全な住居を作るの。外に残され
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たものはほとんどないわ。構造が今や明白になり，末完成のものがここに
表示され零1齋達はもはやそれほど多様でも卑しくもない・私達は長方形
を作り，正方形の上に載せたのだ。これが私達の勝利，これが私達の慰め。
　「この甘美な満足感があふれ出て，私の心の壁を流れ落ち，理解力を解
放する。もうさ迷うのはやめなさい，と私は言うの，これが目的地よ。）
　これは一つのパターンの発見である。そして“the　square　upon　the　oblong”
という可視的なパターンは，Rhodaがこの時耳に聞いていた音楽と分かち難
く結びっいている。音楽の美への感動によって，RhodaはPerciva1の死によ
って受けたショックから救われるのであるが，その美の発見にPercivalも
寄与していると考えるために，“Percival，by　his　death，has　made　me
this　gift”という表現が出て来るのである。Mo耀η診s　oプ．Be∫η9の第一種の
「存在の瞬問」から第二種の「存在の瞬間」の発見への過程が，ここに明白
にたどれるのである。
　ここでRhodaを感動させるものは，混乱の中から秩序だったもの，完全
なものを造り上げるという芸術の機能である。ウルフの神秘観の世界には
「神」はないけれども，その一皮下に，混乱と怒涛を隠した世界から，ウルフ
を救ってくれるものは，その混沌から掬い上げる「美」に満たされた瞬間で
あり，その混乱に一定の秩序を与えてくれるパターンの発見である。そして
そのパターンの発見とは何によって成されるかといえば，人間の精神の働き
一理性・知性・感性といったものが現実を経験し，弁別し，整理する働き
である。
　「美による救済」というウルフの思想は，むしろル1γs．1）α」♂oωαg（1925）
にはっきりと述べられているけれども，それが実は単なる「芸術のための芸
術」ではないことは，本論の1で引用した「存在の瞬間」の理論からも明自
である。　「美」は「真理」を暗示するが故に救済の可能性を持つのであり，，
「美」に「真」を見出す（一認識する）ことのない限り，救済はないのであ
る。
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　　写と各人物の独白が各9回繰り返され，最後を“The　Waves　broke・n　t㌔e　shore．”
　　という一行から成る‘interlude’が締めくくるという形になっている。
（11）主著，P7’πc’pめ動ん∫cα（1903〉。ウルフとムーアの哲学との関係については，吉田安
　　雄著『ヴァージニア・ウルフ論集一主題と文体』（1977，荒竹出版）に詳しい。
（1ω川本静子訳，『波』（1976，みすデ書房）の解説からの引用。287頁。
（13）第7番目の独白部分という意昧で，「第7節」という表現を使っている。
（14〉原文の“what　is　inchoate　is　here　stated；”という表現はあいまいであるが，決定
　　稿が出来上る前の草稿1によれば，ここは“What　is　inchoate　out　there（the　people
　　passing）is　here　explained．”となっている。また興味深いことは，この後の方に
　　“In　short－with　beauty　comes　understanding？”という文が出ている。y∫γg’痂α
　　WooゲーTんe　Wαのe3－Tゐε伽oんoJog7αρゐ4γαβs，transcfibed　and　edited　by
　　J．W．Graham　（1976，Univ．of　Toronto　Press）のpp．578－579を参照。
※本論中丁舵Wα”esからの引用文のぺ一ジ数表示はHogarth　Press版による。
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